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LI」 次の問いに答えよ。ただし,」1馳)二竜
二 =0であること,また,cは 自然対数の底で,c<3であるこ

とを用いてよい。
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(1)自然数ηぢ対して,方程式ly=轟 は″>0の範囲にちょうど2つの実数解をもつことを示せ。

(2)(1)の二つの実数解をαn,陽 (α"<βっ)と す
るとき,

1<αn<Cη ,2C<β
"

が成り立つことを示せ。また, hm αれを求めよ。
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巨]直線ι:ν =■ +α が曲線σ:υ =2 sin″ (―π≦π≦π)に接しているとき,次の問いに答えよ。ただし,
α≧0とする。

(1)α の値を求めよ。

(2)曲線σと直線ιで囲まれた図形のν≧0の範囲にある部分を,ω 軸のまわりに回転する。この回
転体の体積を求めよ。
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定数α,わ を係数とする 2次関数ν=_α″2+う のグラフが,原点を中心とする半径 1の円と異なる 2点
で接している。ただし,α >0とする。

(1)α,ら の条件式,お よび接点の座標を求めよ。

(2)与 えられた二次関数のグラフと″軸で囲まれる部分を,ν 軸のまわりに回転して得られる回転体
の体積 yを αを用いて表せ。

(3)yを最小にするα,わ の値,およびそのときのアの値を求めよ。
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[2G.C,を それぞれ次式で与えられる放物線の一部分とする。~ 
θl:ν =_.2+2c(0≦ τ≦2),C2:ν ==_″2_22(-2≦ π≦0)
また,α を実数とし,直線ν=α(■ +4)を ιとする。

(1)直線ιとQが異なる2つの共有点を持つためのαの値の範囲を求めよ。
以下,α が (1)の条件を満たすとする。このとき,ι とQで囲まれた領域の面積をSl,α 軸とθ2
で囲まれた領域でJの下側にある部分の面積をS2とする。

(2)■ をαを用いて表せ。

(3)島 =易 を満たす実数αが0く α<=の範囲に存在することを示せ。‐‐                       0
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極:]座標平面上の曲線 Q,θ2をそれぞれ
θl:ν =10gτ (■ >0),θ2:ν =(■ -1)(3-α )
とする。ただし,α は実数である。2を 自然数とするとき,曲線 Q,σ2が 2点 RQで交わり,RQの
■座標はそれぞれ 1,2+1と なっている。また,曲線 Qと直線 PQで囲まれた領域の面積をSn,曲線
の と直線 PQで囲まれた領域の面積を7Lとする。このとき,以下の問いに答えよ。

(1)α を絶の式で表し,α >1を示せ。

(2)乱 と観 をそれぞれ絶の式で表せ。

(3)極限値11亀 高可3夢薦
を求めよ。
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極ヨ定数α>0に対し,曲線ν=at狙″の0≦″<
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をσ2と する。以下の問いに答えよ。

(1)Qと θ2が原点以外に交点を持つためのαの条件を求めよ。
(2)α が (1)の条件を満たすとき,原点以外の qと σ2の交点を Pと し,Pの ″座標をηとする。P
におけるQと σ2のそれぞれの接線が直行するとき,α および cos 2Pの値を求めよ。

‐

(3)α が (2)で求めた値のとき,cと σ2で囲まれた図形の面積を求めよ。
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ン

F爾 原点を中心とする半径 3の半円θ:22+ν2=9(ν

=0)上
の 2点 Pと Qに対し,線分PQを 2:1に 内

分する点をRとする。以下の問いに答えよ。

(1)点 Pの ν座標とQの び座標が等しく,かつPの ″座標はQの α座標よりも小さくなるようにP
とQが動くものとする。このとき,線分 PRが通過してできる図形 Sの面積を求めよ。

(2)点 PをヽJ,〔 0)に固定する。Qが半円σ上を動くとき線分 PRが通過してできる図形 rの面積を
求めよ。

(3)(1)の図形 Sから(2)の図形 Tを除いた図形と第 1象限の共通部分をびとする。びをν軸のまわ
りに1回転させてできる回転体の体積を求めよ。
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極∃ 長さ2の線分ABを直径とする円を底面とし,高さが、んの直円錐を考える。この直円錐の側面上で2
点A,Bを結ぶ最短の道をιとす負直円錐の頂点をC,底面の中心を0と し,以下の問いに答えよ。

(1)直円錐の展開図を用いて Jの長さを求めよ。

(2)J上の点 Pに対して,線分 CPの延長と弧 ABの交点をQとする。∠AOQ=θ として CP2を sin θ
で表せ。ただし,0° ≦θ≦180° とする。

(3)Pか ら線分OQに下ろした垂線をPRと し,Aから線分OQに下ろした垂線をASとする。

0。 <θ <90°の範囲で|:手の最大値を求めよ。
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厘]平 面上の曲線θが媒介変数 tを用いて
″ =Sin t― tCOSt,ν =COS t+ι  Sin t(0≦ ι≦ π)
で与えられている。

(1)曲線 σの長さを求めよ。

(2)曲線 σ上の各点 Pに おいて,Pにおける接線とPで直行する直線を考える。この直線上の点で原
点までの距離が最短となる点は,Pを動かすときどんな図形を描くか。

(3)ノ ι sin 2ι 務を求めよ。
J0

(4)曲線 0と υ軸および直線ν=-1で囲まれる図形の面積 Sを求めよ。
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F弱 楕円4+4=l fη =1,2.~~・     4  η`        
′ ′

の第一象限内の部分と,直線 ν=|デ場 および″軸で囲まれる部分を■.と し,4"の面積を Sれ で表
す。また,スηの内部および周上の点 (3,ν)の うち,■ とνがともに整数であるものの総数を Tnで表
す。次の問いに答えよ。

(1)島 ,島 を求めよ。

(2)極限値hm手 を求めよ。
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Fヨ ″υ座標平面で点Pは点A(1,0)を始点として,原点0を中心とする半径1の円周上を正の向きに一
定の速さで回転する。点 Qは動径 OP上を原点0から出発して一定の速さでPに向かって進み,点
Pが円を1周 して点Aに戻ってきたときにちょうど点Pに到達するとする。このときの点Qの軌跡を
C,∠POA=θ,そ してθと線分OQとで囲まれる領域の面積をS(θ)とする。次の問いに答えよ。

(1)Qの座標をθを用いて表せ。

(2)上の座標をQ(θ)とする。点Q(7)におけるθの接線とν軸との交点の座標を求めよ。

(3)0≦ θl<θ2≦ 2π のとき
1/θl、
2´
s(θ2)~S(θ l)´
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Ｑ

ゝ

F] 動点 Pは原点から出発して,時刻ιにおける座標は
`t,0)で

あるとする。また動点 Qは時刻 t=0の
とき点 (0,1)か ら出発して点 Pとの距離を一定に保ちながら,常に点 Pに向かって

`す

なはちQの速度
ベクトルが Qpと平行であるように)進むとする。このとき次の問いに答えよ。

の時刻 tに おける座標を (″ ,υ)と すると,

ν

V■ ―ν“
が成り立つことを示せ。

′
=r                     “

(2)点 Qの ν座標がち
二となったときのπ座標をα,υ座標が

ぅ
となった時のω座標をうとする。点

Qの描く曲線と″軸,直線″=α,および直線ω=ら により囲まれる領域の面積を求めよ。

12ヽ`

F
ユ 船いよ回寒1「 :じス回の

パ繰も,絲ム_

tt)■り

d窓    ■
T2-―市下

(1)点 QI
ごν

あ

キヘス
ーひ

`01さ

」_―‐

P
鴻

レ

(1) 彎手胡卜
・
(暮′志ヽミ

QPヽ
`書

イ:卜げヽ ~′

t弊 :鼻う=t昴 ふヽ珂3

P→ 0)

)T〕

器‐主〔れ),崇―‖・
杯 .Pヽ Qへ lE能 1ミ lで織いザ・

tχ―ハ
とヽ ざユ1.

た一士ヽ ■「 T平 .ヽ

■ttu(γ く井■」.x―共ぐo.

よ X｀ 力` ―J下了

ひd、 ^一 JTrマT沸ホ

さ次

FWlaホ

告 書

―斗

∝  上

。ヽ C入p~3●
κ

ひ

ｒ

‥

‐
ｌ

ヽ
一

ヽ

ｌ

ｌ

ｉ
ノ

■

ｏ

ｒ

‐

‐

‐

１

ヽ

〓
↓
叶

ｒ

ｆ

Ｉ

Ｉ

ヽ

〓

rf
l `

′上
'ユ

―

ュ́

′

r(告十1+ギ肇)~碁碁≦熟
■し
~ 12

T、
゛かく、

供寺

彙 窓

11-1・

―Tト

雨醸Iお
（一

l・
=

132



□ 3次関数√(″)=″ (.2+pπ +9)は ″=α (α ≠0)で極大値0を とり,″ =β で極小値-32を 取るとす
る。次の問いに答えよ。

(1)α,β,P,9を求めよ。

(2)∫ (■)を ″軸の正の方向へc(c>0)だ け平行移動した関数をθ鮨)とするとき,2つの曲線υ=∫缶)
とυ=ク (2)で囲まれる部分の面積をcで表せ。
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^2

極B楕 円 :i_+υ
2=1上の第一象限内の点 Pにおいてこの楕円に引いた接線が点 (4,0)を 通るとする。

(1)点 Pの座標を求めよ。

(2)0を原点,Aを楕円の頂点 (2,0)と する。第一象限において,線分 OA,OPお よび楕円の弧スP
で囲まれた部分の面積を求めよ。
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(1)

[≡](1)α >0,b>0の とき,2曲線ν=cos21と ν=sin2子 の交点の″座標で最小な正の値を求めよ。

(2)α >oと して,4曲線
σl:ν =cos2 1,θ2:υ =Sin2■ ,

α            α

Q:υ =cos2 51雨,c:ν =sin2 1烏
を考える。pを Qと σ2の交点の″座標で最小な正の値とし,9を θ3と θ4の交点の″座標で最
小な正の値とするとき,P≦ α≦クの範囲でこの4曲線によって囲まれる図形の面積を求めよ。
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